
 

 

 

 

夢実現に向けた、この夏のmission  

夏休みも目前に迫り、夏休み前後、進学に関する行事が目白押しであることが分かります。７月２２日から２５

日までの３泊４日の学習合宿、その後の３１日までの夏期講習、８月２４日の「全統高２模試」（特進全員、文理

希望者受験）と、大学進学に向けたモチベーションを上げ、合格するための学力を身につける行事が続きます。 

学習合宿は昨年度も参加しましたが、昨年度は先生に言われた通りに行動したり、ゴールばかりを気にして勉強

の中身までは考えられなかったりという反省を持った諸君も多かったことでしょう。今年は、与えられた時間をい

かに計画的に有効に使うかという点にも気を配りながら、濃密な時間を過ごしてほしいと思います。また、今年は

２年生として１年生の手本となるように行動しましょう。１年生の面倒を見たり、分からないことを教えたりする

こともあります。今年の学習合宿は自分自身が勉強に励むのは当然ですが、それに加えて、上級生としての意識を

しっかり持って臨む必要があります。 

来年の今ごろは、志望校を確定する時期です。「３年生になってから決めればよい」と呑気に構えている人はい

ませんか？ 自分の一生を左右する進学先を数か月で決めることはできません。今年の夏休みから志望校を本格的

に考え、少しずつ絞り込みをしていかなければなりません。パンフレットや雑誌などで調べるのはもちろんです

が、実際に興味のある学校に足を運んでみることをお薦めします。みなさんの親御さんの世代とは異なり、現代は

各大学・専門学校では「オープンスクール」を実施し、受験生が実際に施設や授業を体験して選ぶことができるよ

うになりました。これを利用して興味のある学校のオープンスクールに参加し、志望校について考えましょう。実

際に見たり体験したりすると、その学校へ入りたいという気持ちが強くなり、受験勉強のやる気も湧いてきます。 

この夏の一つ一つの取り組みがみなさんにとって大切なものです。あなたに与えられたこれらのミッションに本

気で向き合い成し遂げた人と、そうでない人との間には、１か月という短期間に大差が生まれることでしょう。 

 

便所掃除  

扉を開けます。頭のしんまで、臭くなります。まともに見ることができません。神経までしびれる悲しい汚し方

です。澄んだ夜明けの空気も、臭くなります。むかつくようなババ糞
くそ

がかけてあります。どうして落ち着いてして

くれないのでしょう。ケツの穴でも曲がっているのでしょう。それとも、よっぽど慌てたのでしょう。怒ったとこ

ろで、美しくなりません。美しい世の中も、こんな処
ところ

から出発をするのでしょう。 

くちびるをかみしめ、戸のサンに、足をかけます。静かに水を流します。ババ糞に、おそるおそるほうきをあて

ます。ポトンポトン便
べん

壺
つぼ

に落ちます。ガス弾が、鼻の頭で破裂したほど、苦しい空気が発散します。心臓、爪の先

まで臭くします。落とすたびに、糞がはね返って弱ります。乾いた糞はなかなか取れません。タワシに砂をつけま

す。手で突き入れて磨きます。汚水が顔にかかります。 

くちびるにもつきます。そんなことに、かまっていられません。ゴリゴリ美しくするのが目的です。 

その手で、エロ文、塗り付けた糞も落とします。大きな性器も落とします。朝風が、壺から顔をなぜ上げます。

心も、糞に慣れてきます。水を流します。心にしみた臭みを流すほど、流します。ぞうきんでふきます。キンカク

シの裏まで丁寧にふきます。社会悪を、ふきとる思いで、力いっぱいふきます。 

もう一度、水をかけます。ぞうきんで仕上げをいたします。クレゾール液をまきます。白い乳液から、新鮮な一

瞬が流れます。静かな、うれしい気持ちで、座ってみます。朝の光
ひか

りが、便器に反射します。クレゾール液が、便

壺の中から、七色の光りで照らしています。 

便所を美しくする娘は、美しい子供を生むと言った母を思い出します。僕は男です。美しい妻に、会えるかもし

れません。                     （真壁仁編『詩の中に目覚める日本』・作：濱口國男） 

※原文のまま掲載しました。教育上、不適切な語句が多少含まれていますが、ご了承ください。 

 

国鉄（現在のＪＲ）の労働者であった濱口國男さんは、当時、新入りの駅員の仕事をしていました。戦争から帰

ったばかりの濱口さんは、「美しい社会をつくるためには、便所掃除などの身近なところから、きれいにしなけれ

ばならない」と考えて、毎日汚されたり落書きされたりするトイレの掃除を一生懸命に行いました。最初は恥ずか

しかったそうですが、この詩を書いてから、自分は「日本一トイレ掃除がうまい人間だ」と自信を持ったそうで

す。人が嫌がる汚い仕事の中に、人間が持っている「醜い部分」を取り除いたり、清潔できれいな社会を作ってい

ったりという大事なものがあるものです。歌手の植村花菜さんも『トイレの神様』という曲をヒットさせ、その中

で、トイレ掃除が上手にできると「べっぴんさん」になれると歌っていましたね。 

校舎内を歩いていると、自分さえよければそれでよいという風潮が感じられます。校舎や教室をきれいにしよう

と真剣に掃除に取り組む生徒諸君がいる一方で、ごみを床に落として拾わない生徒、トイレで便器を汚してそのま

ま立ち去る生徒など、がっかりすることがたびたびあります。学校の掃除をするとき、街を歩くときなど、この詩

を思い出して、ひとりひとりがきれいな心の持ち主になってくれればと思います。 

また、社会には人が嫌がる仕事をして社会を支えてくれている方々が大勢います。このような仕事をしている

方々に感謝し、将来、あなた自身も人にはできないたいへんな仕事をし、社会を支えていってほしいと思います。 

                                  

SERIES「修学旅行のお話」①～旅行の目的～ 

１１月２０日（水）から２５日（月）まで、アメリカ西海岸への修学旅行が実施されます。今から楽しみにして

いる人も多いと思います。そこで、今回はその目的について考えてみたいと思います。 

「旅に出る」ということは、日常の生活から離れることです。それは、普段と違った抑揚の言葉を聞き、普段と

は違った食べ物を食べ、普段とは違った景色を見ることです。普段会ったこともない人々に会い、その土地の話を

聞きます。特に、今回の修学旅行は海外という点で、普段とは全く違った体験をするはずです。そんな普段味わえ

ない貴重な体験をすることができるから、旅行というものは、私たちを独特の境地に引き込んでくれるのです。 

だから、旅に出ると出発の前には予想もしなかったことを、いつの間にか感じたり考えたりします。今から修学

旅行の見学地を思い浮かべてにこにこしている人は、その旅の醍醐味
だ い ご み

やおもしろいところを知っている人ではない

でしょうか。 

また、「旅」は別の意味を持っています。それは物珍しい事象に接して興奮している最中に、ふと私たちの日常

生活を思い出させてくれることです。日ごろ何気ない生活の中で見過ごしていた大事なものの再発見となります。

日本を離れてみて感じること、親元を離れて感じることもあるはずです。 

最後に、初めて訪れる土地であっても、また違った言葉の土地であっても、人間の生活や感性に共通するものを

発見する喜びがあります。今度の修学旅行では、ひとりひとりがすばらしい再発見をしてほしいと思います。 
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担任・副担任リレー・エッセイ①今月号から２学年担任・副担任が交替でこのコーナーを担当します。 

本多コラム vol.1～今の思いを貫け！～  

２年生最初のテストが終わり、結果も返ってきて、改めて頑張ろうと思っている人、落ち込んでいる人、安心

している人、それぞれの思いがあると思います。先日、２学年で進路実現に向けての講演会もあり、進路に向け

て様々なことを考えている人もいると思います。 

そんな皆さんにここで、声を大にして言いたいと思います。 

「今の思いを貫け！」 

人は大人になっていくにつれて、「諦めること」を覚えていきます。自分の能力、実力等に見合ったものを追

うようになります。これは悪いことではないと思います。自分のできることをしっかりやるという意味であれば

応援します。 

しかし、自分の能力に見切りをつけて夢を追うことをやめる、目標を下げるという意味であれば、声を大にし

て言います。 

「今の思いを貫け！」 

講演会でもあったように高い目標を持って、続けた先輩たちが大きく成長しています。自分の目標を下げるの

ではなく、より一層の努力ができるようにした方が、自分自身が素晴らしくなると思いませんか？ 

「今の思いを貫け！」                  （２学年副担任・理科担当教諭：本多康朗） 

                                         

今月の予定（７・８月）  

７／  ３（水） 修学旅行保護者説明会出欠連絡票提出期限 

  １０（水）   

修学旅行保護者説明会（とうほう・みんなの文化センター・小ホール）    

☆午後１時３０分受付、２時００分開会。 

☆修学旅行の詳細な説明がありますので、欠席なさらないようにお願いします。 

☆旅行業者からの換金、旅行グッズなどのサービスのご案内は、後日、教員を通

して配付することができません。当日、会場にいらっしゃった方だけに業者か

ら配付・説明されますので、ご了承ください。 

 １１（木） 生徒会役員改選（５・６校時） 

  １２（金） 漢字検定（申し込み者・放課後） ※指定の時間・場所で受検しなかったら失格。 

  １９（金） 

全校集会（５・６校時）・学級懇談会（午後４時３０分より、３階各教室にて） 

修学旅行誓約書、承諾書、残金納入確約書、ESTA申請質問書、アレルギー調査、

渡航同意書提出期限       学習合宿経費（１８，５００円）納入期限 

 

 ２２（月）

～２５（木） 

学習合宿（福島県青少年会館） ※２２日は、午前８時３０分現地集合 

                ２５日は、午後２時００分現地解散（予定） 

２６（金） 生徒休業日 

２９（月）

～３１（水） 
夏期講習（午前中） 

８／ １（木） 学法福島高校オープンスクール（一般生徒は午前中登校禁止） 

８／２１（水） 
全校集会・一斉指導（頭髪・服装検査）・授業再開（３校時以降、通常授業） 

パスポート提出日（夏休み中にパスポートを申請・取得して、担任へ提出。） 

８／２３（金） 教室床ワックスがけ（放課後） 

８／２４（土） 全統模擬試験（特進全員受験、文理は申し込み者のみ受験） 

８／２９（木） Ｗｏｒｄ Ｃｕｐ（６校時） 

８／３１（土） サタスタ（英語・国語） 

 

保護者の皆様へ 

 ６月には前期中間考査が行われ、日ごろの学習の成果を見ることができました。１年生のころに比べ

て成績が伸びてきたお子さんも出てきて、成績の順位にも変動が見られるのではないかと見ておりま

す。今回、成績が思わしくなかったお子さんにとっては、まだ挽回の可能性が大いにあることを話しな

がら励ましているところです。前述したように、夏休みの前後には進学に関する行事が盛りだくさん組

まれています。これらのものに積極的に取り組み、進路実現へ踏み出してほしいと願っております。 

 また、この夏休み、自分の興味のある大学（専門学校）のオープンスクールに参加して、実際に自分

の目でその学校を見たり、模擬授業を受けたりして、目標を定められるようにしてほしいと思います。

可能であれば保護者の方にも参加していただき、大人の厳しい視点から学校を見ていただき、お子さん

にアドバイスをしていただくと、お子さんも正確な判断ができると思います。 

 さて、１１月には修学旅行が予定どおり実施されます。既にご案内のとおり、７月１０日（水）午後

２時より「とうほう・みんなの文化センター」にて「修学旅行保護者説明会」を開催します。準備物、

服装、かばん、日程の詳細、旅行の注意点、医療行為が必要になった場合の対応などについてご説明さ

せていただきます。また、７月１９日（金）午後４時３０分より学校にて「学級懇談会」を開催いたし

ます。ここでは学校生活、成績、進路、夏休み、パスポートの取得方法などの話題を中心に用意し、保

護者の方々と懇談させていただきます。また、修学旅行に関する個別的な質問にも対応いたします。保

護者の方々におかれましては、７月中に２回もお時間を作っていただいてたいへん恐縮ですが、どうか

２回とも欠席なさらないようにお願いいたします。なお、７月１０日は文化センターの駐車場をご利用

ください。７月１９日の駐車場はご用意できませんので、自家用車でのご来校はご遠慮ください。 


